[bookmark: _GoBack]社員教育セミナー　NO.2
世界的な水不足・食料危機
地球温暖化の最大の問題は、水や食料が世界的に不足してくることです。
2025年には約50億人が水不足になると予測されており、中国で米の収穫は8割減、ブラジルやインドでは小麦などの収穫が大幅に減少するなど、深刻な食糧不足が、国連IPCC気候変動に関する政府間パネルによって警告されています。
温暖化が進むと、日本では、これまで食べてきた美味しいお米がとれなくなり、病害虫の懸念も増大します。漁獲量にも影響がでます。暖水性のサバやサンマは増える一方、アワビやサザエ、ベニザケは減少するといわれます。また、日本南部はデング熱が流行する危険性が増し、北海道や東北ではゴキブリなどの害虫が見られるようになると考えられています。都市部ではヒートアイランド現象に拍車がかかり、海岸地域では砂浜が減少し、また、高潮や津波による危険地帯が著しく増大します。
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地球温暖化の最大の問題は、水や食料が世界的に不足してくることです。


 


2025


年には約


50


億人が水不足になると予測されており、


中国で米の収穫は


8


割減、ブラジルやインドでは小麦などの収穫が大幅に減少するなど、深刻な食


糧不足が


、


国連


IPCC


気候変動に関する政府間パネルによって


警告されています


。


 


温暖化が進むと、日本では、これまで食べてきた美味しいお米がとれなくな
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